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9月定例会のあらまし 
 

平成 26 年第3 回（9 月）千早赤阪村議会定例会

は 9 月 2 日に開会し、条例改正、平成26 年度補正

予算、平成 25 年度決算認定など計 22 議案が提案

され、それぞれ可決、委員会付託しました。9 月

22 日の最終日では、委員会付託 10 件、追加議案 

1 件を可決・認定し、一般質問をもって 21 日間の

定例会を閉会しました。 

ちはやあかさか 

議会だより  

 

楠木正成の 

イメージキャラ 

「まさしげくん」 

(千早赤阪楠公史跡保存会提供) 

 

 老人クラブ有志ＫＡＰ（川野辺農業プロジェクト）による休耕地を活用した農作物。 

「議会だより」は、年４回（５月、８月、１１月、２月）の発行です。（臨時号を除く） 

第 110 号 
平成 26年 11月 1日 

発行 千早赤阪村議会 
編集 議会広報編集委員会 
〒585-8501 
大阪府南河内郡 
千早赤阪村大字水分 180番地 
TEL 0721‐72‐0081 
FAX 0721‐72‐1880 

 

 

http://sankei.jp.msn.com/photos/entertainments/game/100308/gam1003081158000-p1.htm
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9 月定例会議決結果 

案 件 名 議決結果 

・報告第 2 号 平成 25 年度千早赤阪村下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書 ― 

について  

・諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任と認める 

・議案第 48 号 千早赤阪村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する 原案可決(賛成多数） 

基準を定める条例制定について  

・議案第 49 号 千早赤阪村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 〃 

制定について  

・議案第 50 号 千早赤阪村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め 〃 

る条例制定について  

・議案第 51 号 千早赤阪村附属機関に関する条例の改正について 原案可決(全員) 

・議案第 52 号 千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の改正について 〃 

・議案第 53 号 千早赤阪村社会体育施設設置条例及び千早赤阪村Ｂ＆Ｇ海洋センター条 〃 

例の改正について  

・議案第 54 号 千早赤阪村老人医療費の助成に関する条例の改正について 〃 

・議案第 55 号 平成 26 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 2 号）について 〃 

・議案第 56 号 平成 26 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）につ 〃 

いて  

・議案第 57 号 富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、河南町及び千早赤阪村に 原案可決(賛成多数） 

おける南河内広域公平委員会共同設置に関する協議について  

・報告第 3 号 平成 25 年度健全化判断比率について ― 

・報告第 4 号 平成 25 年度資金不足比率について ― 

・議案第 58 号 平成 25 年度千早赤阪村一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定(賛成多数） 

・議案第 59 号 平成 25 年度千早赤阪村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい 〃 

        て  

・議案第 60 号 平成 25 年度千早赤阪村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全員） 

・議案第 61 号 平成 25 年度千早赤阪村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 原案認定(賛成多数） 

いて  

・議案第 62 号 平成 25 年度千早赤阪村下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定（全員） 

・議案第 63 号 平成 25 年度千早赤阪村金剛山観光事業特別会計歳入歳出決算認定につ 〃 

        いて  

・議案第 64 号 平成 25 年度千早赤阪村水道事業会計決算認定について 〃 

・議案第 65 号 平成 26 年度千早赤阪村一般会計補正予算（第 3 号）について 即日原案可決 
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全
員
協
議
会 

 

8
月
27
日
開
催 

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
素
案
） 

 

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

つ
い
て
、
計
画
は
素
案
で
あ
り 

平
成
26
年
12
月
議
会
に
お
い 

て
議
決
し
た
後
、
策
定
す
る
も 

の
で
す
。 

▼
富
田
林
市
、
河
内
長
野
市
、

大
阪
狭
山
市
、
太
子
町
、
河

南
町
及
び
千
早
赤
阪
村
に
お

け
る
南
河
内
広
域
公
平
委
員

会
共
同
設
置
に
関
す
る
協
議 

 

公
平
委
員
会
は
各
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
処
理

事
案
が
少
な
い
こ
と
、
専
門
的

な
判
断
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
共
同
設
置
を
し
ま
す
。
設
置 

時
期
は
平
成
27
年
4
月
1
日

名
称
は
「
南
河
内
広
域
公
平
委

員
」
会
と
し
ま
す
。 

 

8
月
21
日
、
22
日
に
「
過

疎
地
域
の
自
立
に
向
け
た
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
、
福
井
県
池

田
町
へ
研
修
・
視
察
を
行
い
ま

し
た
。 

当
日
は
、
池
田
町
の
杉
本
町

長
の
歓
迎
を
受
け
、
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 

池
田
町
は
、
福
井
県
の
中
央

部
に
位
置
し
、
人
口
は
３
１
０

０
人
、
面
積
は
１
９
５
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
92
％
が
山
林

で
用
材
杉
や
水
稲
の
生
産
地
で

す
。 農

業
は
、
少
量
多
品
種
生
産

の
農
産
物
を
販
売
す
る
こ
っ
ぽ

い
屋
、
町
独
自
の
有
機
認
証
制

度
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正
直
農
業

や
生
ご
み
、
牛
糞
、
も
み
殻
で

良
質
な
堆
肥
を
つ
く
る
食
Ｕ
タ 

ー
ン
事
業
な
ど
、
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

林
業
は
、
間
伐
材
を
利
用
し

て
「
木
の
里
工
房
」
に
よ
る
木

の
器
な
ど
の
木
工
製
品
の
展
示

販
売
を
し
て
い
ま
す
。 

 

観
光
は
「
食
べ
れ
る
ト
ラ
ベ

ル
」「
遊
べ
る
ト
ラ
ベ
ル
」「
学

べ
る
ト
ラ
ベ
ル
」
を
観
光
の
柱

と
し
て
、
池
田
町
の
伝
統
食
や

行
事
料
理
で
の
お
も
て
な
し
、

ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
の
川
下
り
、
伝

統
芸
能
の
能
舞
の
鑑
賞
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
町
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
よ
る
農
村
力
デ
ザ
イ
ン
大
学

が
あ
り
、
外
か
ら
の
風
、
地
元

で
頑
張
る
土
、
デ
ザ
イ
ン
す
る

美
し
さ
、
人
と
人
が
つ
な
が
っ

て
い
く
と
い
う
「
風
土
美
人
」 

 

 

▼
任
意
予
防
接
種
助
成
事
業 

 

平
成
26
年
10
月
か
ら
実
施 

す
る
任
意
予
防
接
種
の
助
成
事 

業
等
に
つ
い
て 

 

以
上
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

9
月
12
日
開
催 

▼
む
ら
づ
く
り
経
営
計
画
進
捗

状
況 

 

む
ら
づ
く
り
経
営
計
画
進
捗

状
況
の
平
成
25
年
度
実
績
、

及
び
平
成
26
年
度
4
月
～
8

月
見
込
み
に
つ
い
て 

▼
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
と
の

統
合
に
向
け
た
検
討
・
協
議

の
状
況 

 

統
合
検
討
協
議
の
、
時
期
及

び
作
業
内
容
等
に
つ
い
て 

 

以
上
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

議員研修 

▼7 月 16 日  

大阪狭山市議会研修視察

（議員全員） 

○通年議会について 

 

 

 

 

 

 

▼7 月 24 日～25 日 

第 11 回地方議会議員研修

会（徳丸、浅野、清井の各

議員） 

○人口減少時代のまちづく

り、公共交通を軸としたコ

ンパクトなまちづくり 他 

 

▼8 月 8 日  

平成 26 年度 大阪府町村

議長会 議員セミナー（議

員全員） 

○議会・議員の役割とは 

 

 

 

 

 

▼10 月 6 日 

島根県海士
あ ま

町議会研修視察

来村（議員全員） 

○議会改革の取り組み、「自

立の村づくり向けて－議会

からの提言－」について 

他 

 

 
 

 

池
田
町
研
修
視
察
報
告 

 

 

 

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
農
村
・
農

業
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。 質

疑
応
答
で
は
、
過
疎
指
定

を
受
け
て
よ
か
っ
た
点
に
つ
い

て
は
、
過
疎
債
に
よ
り
現
状
維

持
が
で
き
て
い
る
。
過
疎
債
を

活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

上
水
道
や
温
泉
施
設
の
整
備
等

に
活
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。 以

上
で
有
意
義
な
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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過疎対策として国保料引き下
げを 

 

前向きに検討したい 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図

り、全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み

上げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
定
例
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
・
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
質
問
し
た
議
員
の

責
任
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

い
っ
ぱ
ん
質

問

 
 

 

 

問 

国
民
健
康
保
険
は
医
療

の
高
度
化
や
低
所
得
者
の
加

入
が
多
い
こ
と
か
ら
、
構
造

的
な
財
政
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
こ
で
来
年
度
か
ら
保

険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の

制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
更
に

平
成
29
年
度
に
は
保
険
者
を

大
阪
府
下
一
元
化
に
す
る
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

こ
れ
ら
の
制
度
改
正
に
よ

る
村
国
保
財
政
に
与
え
る
影

響
は
大
き
い
と
予
測
さ
れ
て

い
る
が
、
以
下
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。 

一
、
安
定
化
事
業
の
改
正
内

容
は
大
阪
府
か
ら
い
つ
ご
ろ

示
さ
れ
る
の
か
。 

二
、
新
た
な
制
度
に
移
行
し

た
場
合
、
村
の
財
政
へ
の
影

響
を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
の

か
。 

答 

一
、
予
算
要
求
と
の
関

係
か
ら
、
年
内
に
は
示
さ
れ

る
。 

二
、
現
時
点
で
の
共
同
事
業

拠
出
額
の
試
算
で
は
、
村
の

拠
出
額
は
25
年
度
の
黒
字
額

（
５
６
０
０
万
円
）
を
超
え

る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
激 

 

変
緩
和
処
置
と
し
て
、
府
か

ら
特
別
調
整
交
付
金
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
村
に

お
い
て
追
加
負
担
は
生
じ
る

も
の
の
比
較
的
安
定
し
た
保

険
財
政
の
運
営
が
見
込
ま
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

問 

本
村
は
今
年
４
月
に
過

疎
地
域
の
公
示
を
受
け
、
自

立
の
た
め
の
総
合
的
、
計
画

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
施
策
と
し
て
、
産

業
振
興
は
も
と
よ
り
福
祉
・

医
療
の
確
保
と
向
上
を
図

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

村
の
国
保
会
計
は
こ
れ
ま

で
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
い

る
。
只
今
の
答
弁
で
は
、
27

年
か
ら
の
制
度
改
正
に
よ
る

影
響
は
あ
る
が
比
較
的
安
定

し
た
財
政
運
営
が
見
込
め
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
過
疎
対
策
の
一
環

と
し
て
国
保
料
の
値
下
げ
を

行
い
、
住
民
負
担
の
軽
減
を

図
れ
ば
、
よ
り
定
住
が
促
進

さ
れ
、
過
疎
脱
却
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。 

 

清 井 浩 議 員 

 

問 

答 

 

答 

村
で
は
、
過
疎
地
域
自

立
計
画
を
12
月
に
示
せ
る
よ

う
に
作
成
し
て
い
る
。 

 

こ
の
計
画
は
第
４
次
総
合

計
画
を
基
本
と
し
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
確
保
を
図
り
、
よ

り
住
み
や
す
い
村
づ
く
り

を
、
ま
た
、
新
た
に
転
入
し

て
頂
け
る
よ
う
な
計
画
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。 

 

国
保
料
に
つ
い
て
は
、
府

か
ら
示
さ
れ
る
新
制
度
の
内

容
、
村
国
保
財
政
の
運
営
状

況
、
さ
ら
に
は
過
疎
対
策
な

ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。 

富田林市 河内長野市 大阪狭山市 太子町 河南町 千早赤阪村

被保険者数(人） 31,629 30,682 15,516 3,933 4,674 2,012

保険料 調定額 2,920,521 2,910,647 1,585,707 379,264 474,663 193,676

（現年分） 一人当り 90,688円 94,865円 102,198円 96,431円 101,554円 96,260円

徴収率 88.34％ 93.79％ 89.29％ 92.29％ 95.10％ 97.27％

0 412,051 359,834 501,172 172,802 222,871

一人当り 0 13,430円 23,187円 127,427円 36,971円 110,788円

36,934 △ 168,556 △ 27,499 9,755 △ 29,236 △ 3,817

高額医療費 3,424 △ 26,991 △ 17,460 △ 7,861 1,904 10,934

財政安定化 33,510 △ 141,561 △ 10,037 17,616 △ 31,140 △ 14,752

国保会計の剰余金

共同事業収支

　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度の近隣市町の国保会計決算 （単位：千円）
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村内の生活道路の整備を急げ 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路整備計画に沿って実施 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時における住宅確保はどうする 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁

的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて

減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災計画を基本に予防・復興に取り
組む 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全

庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げ

て減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

答 

問 

村
道
に
つ
い
て
、
村
民

か
ら
の
要
望
や
社
会
状
況
の

変
化
に
よ
り
、
拡
幅
や
整
備

を
求
め
ら
れ
て
い
る
路
線
が

多
く
あ
る
。 

 

村
で
は
、
「
村
道
整
備
計

画
」
を
定
め
て
、
計
画
的
に

改
修
や
整
備
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
村
民
か
ら
は
整
備
が

遅
い
、
計
画
の
前
倒
し
で
道

路
整
備
を
実
施
し
て
ほ
し
い

と
の
声
が
多
数
あ
る
。 

 

安
全
性
や
緊
急
性
を
考

え
、
村
内
の
道
路
整
備
は
早

急
に
で
き
な
い
の
か
伺
う
。 

答 

村
で
は
、
長
期
的
な
視

点
か
ら
、
平
成
22
年
３
月
に 

 
 

 

「
道
路
整
備
計
画
」
を
定

め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
村
道
の
整
備

が
遅
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

基
本
的
に
は
道
路
整
備
計
画

に
沿
っ
て
実
施
し
て
お
り
、

計
画
外
で
あ
っ
て
も
突
発
的

な
損
傷
や
急
激
な
荒
廃
に
よ

っ
て
安
全
性
の
確
保
が
困
難

な
場
合
は
、
計
画
順
に
か
か

わ
ら
ず
実
施
し
て
い
る
。 

今
後
も
、
道
路
整
備
計
画

に
沿
っ
て
整
備
す
る
と
と
も

に
緊
急
性
、
安
全
性
を
考
慮

し
、
道
路
整
備
を
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。 

問 

こ
こ
数
年
、
日
本
で
は

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
る
。 

 

昨
年
の
伊
豆
大
島
で
の
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
、
死

者
、
負
傷
者
等
甚
大
な
被
害

が
出
て
い
る
。 

 

本
村
で
も
台
風
11
号
で
避

難
勧
告
を
発
令
さ
れ
、
数
名

の
方
が
避
難
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
事
態
に
備
え
る
た
め
、

仮
に
広
島
の
よ
う
な
災
害
が

起
き
て
長
期
避
難
者
が
出
た

場
合
に
は
、
住
宅
確
保
や
資

機
材
置
場
の
確
保
等
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。 

答 

災
害
時
に
お
け
る
住
宅

確
保
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

間
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う 

 

に
都
道
府
県
知
事
が
自
ら
の

責
任
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。 

 

村
は
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
に
つ
い
て
委
任
さ
れ
た
場

合
は
、
大
阪
府
と
建
設
場

所
・
建
設
戸
数
等
に
つ
い
て

調
整
し
た
上
で
仮
設
住
宅
を

建
設
供
与
す
る
と
し
て
い

る
。 

 

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

村
地
域
防
災
計
画
を
基
本
に

災
害
予
防
・
復
興
に
取
り
組

ん
で
い
く
が
、
改
定
後
2
年

を
経
過
し
て
お
り
、
国
や
府

と
連
携
し
な
が
ら
適
宜
見
直

し
を
進
め
る
な
ど
今
後
と
も

村
民
の
安
全
・
安
心
対
策
を

講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

田 中 博 治 議 員 

問 

 

答 

 

 

（陸前高田市立第一中学校

の校庭に設営された、陸前

高田市の仮設住宅（2011

年 4 月 11 日） 

（村道の整備を急げ） 



6 

 

子ども医療費助成を 18才までに 
 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今のところ予定していない 
 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家対策で人口増を 

空き家バンク・空き家活
用助成を検討している 

消費税の増税ストップを 

村として必要な財源と
認識している 

 

 

 

 

 

 

 

 

関口 ほづみ 議 員 

問 

答 

問 

少
子
化
が
加
速
し
て
お

り
、
子
育
て
世
代
が
経
済
的

な
心
配
を
軽
減
し
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
が
課
題
で
、
政
治
の
大

き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。 

 

大
阪
府
の
助
成
は
全
国
最

低
で
、
市
町
村
独
自
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
村
で
も
昨

年
４
月
よ
り
中
学
校
卒
業
ま

で
助
成
し
て
い
る
。 

 

大
阪
府
は
来
年
４
月
か

ら
、
助
成
拡
充
を
予
定
し
て

い
る
が
こ
の
際
、
村
で
の
年

齢
を
高
校
卒
業
・
18
才
ま
で

に
拡
充
し
、
若
い
世
代
の
転

入
と
出
生
数
の
増
加
で
、
人

口
維
持
と
り
わ
け
、
20
歳
未

満
の
人
口
増
に
取
り
組
む
べ

き
だ
。 

答 

村
制
度
は
所
得
制
限
な

し
で
助
成
し
、
こ
れ
は
府
下

最
高
レ
ベ
ル
だ
。
今
の
と
こ

ろ
拡
大
す
る
予
定
は
な
い
。 

問 

中
学
校
卒
業
ま
で
は
府

下
10
市
町
村
で
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
市
町
で
も
拡

充
を
予
定
し
て
い
る
。
村
が

飛
び
抜
け
た
レ
ベ
ル
と
は
言

い
難
い
。
府
が
拡
充
す
る

分
、
村
の
費
用
負
担
が
少
な

く
な
る
。
そ
の
分
で
年
齢
を 

 

引
き
上
げ
る
こ
と
は
可
能

だ
。 

答 

年
齢
を
引
き
上
げ
た
場

合
、
２
０
０
万
円
の
影
響
額

が
で
る
。
近
隣
市
町
と
の
差

が
生
じ
る
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。 

要
望 

10
才
未
満
児
が
３
３

１
人
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

小
学
校
の
運
営
に
も
影
響
が

で
る
。
医
療
費
助
成
を
18
才

ま
で
実
施
し
、
子
育
て
環
境

が
良
い
こ
と
を
発
信
し
、
人

口
増
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。 

問 

消
費
税
が
８
％
に
上
が

り
、
５
カ
月
が
経
っ
た
。
政

府
は
「
景
気
は
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
」
と

繰
り
返
し
て
い
る
が
、
４
～

６
月
期
の
国
内
総
生
産
速
報

は
、
前
期
比
1.7
％
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
だ
。
要
因
は
家
計
消

費
の
落
ち
込
み
に
あ
る
。 

実
質
賃
金
の
低
下
と
年
金

支
給
額
の
削
減
で
、
こ
れ
以

上
の
増
税
は
景
気
を
悪
く
す

る
。
深
刻
な
事
態
に
、
10
％

に
引
き
上
げ
る
な
ど
許
さ
れ

な
い
。 

 

村
長
の
所
信
を
伺
う
。 

答 

消
費
税
は
、
社
会
保
障 

と
税
の
一
体
改
革
で
引
き
上

げ
ら
れ
た
。 

地
方
消
費
税
率
が
１
％
か

ら
1.7
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

そ
の
収
入
に
よ
り
、
医
療
や

介
護
、
子
育
て
財
源
と
し
て

使
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
も

必
要
な
財
源
と
認
識
し
て
い

る
。 

要
望 

政
府
は
引
き
上
げ
る

か
ど
う
か
10
月
に
判
断
す
る

と
言
っ
て
い
た
が
、
12
月
に

延
期
し
た
。
そ
れ
は
景
気
の

低
迷
や
世
論
の
動
向
が
あ
る

か
ら
だ
。
増
税
ス
ト
ッ
プ
の

世
論
を
大
き
く
す
る
こ
と
が

今
必
要
だ
。 

 

問 

答 

問 

全
国
で
空
き
家
住
宅
が

増
加
し
、
様
々
な
問
題
が
で

て
い
る
。
長
年
放
置
さ
れ
老

朽
化
し
た
空
き
家
が
、
崩
壊

の
危
険
や
犯
罪
の
誘
発
、
雑

草
繁
茂
、
野
良
猫
・
犬
の
住

み
家
に
な
る
な
ど
、
衛
生
面

で
も
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
心
配
さ
れ
て
い
る
。
村
で

も
同
様
の
心
配
が
あ
り
、
役

場
に
も
相
談
が
き
て
い
る
。 

 
 

空
き
家
対
策
の
１
つ
と
し

て
、
雑
草
の
除
去
な
ど
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
大
阪
府

な
ど
と
も
協
議
し
解
決
に
努

力
さ
れ
た
い
。
対
策
の
２
つ 

目
に
、
こ
れ
ま
で
提
案
し
て 

き
た
空
き
家
バ
ン
ク
の
情
報

提
供
と
、
入
居
者
へ
の
改
修

補
助
を
実
施
し
、
人
口
増
に

つ
な
げ
る
べ
き
だ
。 

答 

昨
今
、
空
き
家
・
空
き

地
の
適
正
な
管
理
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
村
と
し
て
も
空

き
家
が
増
加
す
る
な
か
、
行

政
・
所
有
者
の
責
務
を
明
確

に
し
、
関
係
機
関
、
住
民
と

の
連
携
を
基
本
に
そ
の
対
策

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
定
住

促
進
に
む
け
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
や
空
き
家
活
用
助
成

な
ど
有
効
な
利
活
用
の
促
進

を
検
討
す
る
。 

 

問 

答 

 



7 

 

ハザードマップの見直しと避難訓練を 

最新のデータをもとに見直し作業を進
め、訓練は自主防災組織を中心に実施 

小吹台地区、雨水マンホールからの悪臭の原因と
対策は 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り組んでいき

たい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯止めをかけ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚水管の破損が原因であり、10 月 20 日までに
補修工事を実施する予定 

 

 

 

 

問 

広
島
市
北
部
の
土
砂
災

害
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
最

近
の
土
砂
災
害
や
川
の
氾
濫

に
よ
る
被
害
は
、
想
定
を
は

る
か
に
超
え
る
局
地
的
な
集

中
豪
雨
が
原
因
で
あ
る
。 

 

村
の
土
砂
災
害
危
険
区
域

図
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
ッ
プ

の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
意
味

か
ら
も
最
新
情
報
を
も
と

に
、
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

答 

平
成
23
年
に
地
区
別
に

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
公
表
し
て
い

る
。 

 

作
成
し
て
３
年
が
経
過
す

る
こ
と
か
ら
、
国
や
大
阪
府

の
最
新
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と

に
、
現
行
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
修
正
、
追
加
な
ど
の
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
き
た

い
。 

 

 

問 

大
阪
府
８
８
０
万
人
訓

練
の
よ
う
に
、
防
災
行
政
無

線
を
有
効
に
活
用
し
、
住
民

へ
の
情
報
伝
達
の
周
知
徹
底

と
避
難
経
路
の
確
認
の
た
め

の
訓
練
も
必
要
で
は
な
い

か
。 

答 

防
災
訓
練
は
自
主
防
災

組
織
な
ど
を
中
心
に
村
消
防

団
、
富
田
林
市
消
防
本
部
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。 防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
防
災
訓
練
や
地
区
の
行

事
案
内
等
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
地
区
に
お
い

て
活
用
し
て
い
る
。
昨
年
度

の
訓
練
で
は
吉
年
・
小
吹
・

千
早
の
３
地
区
で
無
線
を
使

用
し
て
い
る
。 

要
望 

一
部
の
地
域
だ
け
で

な
く
、
村
内
で
統
一
し
た
情

報
伝
達
の
訓
練
を
計
画
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

 

 

浅 野 利 夫 議 員 

問 

答 

問 

小
吹
台
地
区
の
雨
水
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
悪
臭
に
つ

い
て
は
、
本
年
も
昨
年
と
同

様
の
苦
情
が
あ
っ
た
。 

担
当
課
で
の
調
査
に
よ
る

と
、
下
水
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら

雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル
へ
の
流
入

が
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
。 

●
悪
臭
の
原
因
や
場
所
の
特

定
が
で
き
て
い
る
の
か
。 

●
い
つ
頃
か
ら
流
入
が
発
生

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。 

●
ず
さ
ん
工
事
で
あ
れ
ば
、

施
工
業
者
に
責
任
追
及
は
可

能
か
。 

●
住
民
へ
の
周
知
と
対
策
工

事
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。 

答 

本
年
７
月
、
昨
年
同
様

の
悪
臭
が
す
る
と
の
こ
と
で

現
地
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

汚
水
の
溜
ま
り
が
あ
り
汲
み

取
り
除
去
を
実
施
し
た
。 

ま
た
、
下
水
道
管
内
の
カ

メ
ラ
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
汚

水
管
が
破
損
し
て
お
り
、
破

損
個
所
か
ら
汚
水
が
流
出
し

て
い
る
事
が
判
明
し
た
。 

 

流
出
時
期
は
１
～
２
年
前

か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が
、
責

任
追
及
は
瑕
疵
担
保
期
間
も

過
ぎ
て
お
り
考
え
て
い
な

い
。
周
辺
住
民
に
は
経
過
を

説
明
し
た
文
書
を
配
布
し
て 

い
る
。 

既
に
管
更
生
工
事
を
発
注

し
て
お
り
、
工
期
は
10

月

20

日
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。 

問 

雨
水
管
の
補
修
に
つ
い

て
も
10
月
20
日
ま
で
に
工

事
完
了
で
き
る
の
か
。 

答 

上
下
水
道
課
と
地
域
振

興
課
は
緊
密
な
調
整
を
し
て

お
り
、
予
定
通
り
工
事
を
完

了
さ
せ
た
い
。 

 

答 

問 

 

  

（カメラによる下水道管の調査） 
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住民の安全第一に取り組む 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団的自衛権行使容認の所見は 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り組んで

いきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯止めを

かけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人の意見は差し控えたい 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り

組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯

止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命を守る防災対策を 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、

全庁的に取り組んでいきたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上

げて減少に歯止めをかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

村
は
、
地
形
が
急
峻
な

た
め
、
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
土
砂
災
害
の
可
能
性
が

あ
る
。 

①
想
定
し
て
い
る
時
間
当
た

り
の
雨
量
は
何
ミ
リ
か
。
土

砂
災
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域

に
つ
い
て
は
、
関
係
住
民
に

周
知
し
て
い
る
か
。 

②
村
に
は
、
警
戒
区
域
、
特

別
警
戒
区
域
は
何
カ
所
あ
る

の
か
。 

③
警
報
発
令
時
の
誘
導
に
は

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
の

か
。
ま
た
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。
防
災
無
線

が
設
置
さ
れ
た
が
、
風
雨
な

ど
の
影
響
に
よ
り
十
分
伝
達

で
き
て
い
な
い
。
早
急
に
対

策
を
。 

④
砂
防
予
算
の
大
幅
な
増
額

を
国
や
府
に
要
望
を
。 

答 

①
現
在
、
避
難
勧
告

等
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
運
用
し
て
い
る
。
時

間
雨
量
は
想
定
し
て
い
な

い
が
、
気
象
庁
の
大
雨
警

報
、
府
の
土
砂
災
害
発
生

危
険
基
準
を
超
え
、
か
つ

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
状
況
を

勘
案
し
て
避
難
勧
告
等
を

発
令
し
、
住
民
に
周
知
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

    

 

 

②
村
に
は
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
が
９
５
カ

所
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

が
１
２
２
カ
所
あ
る
。 

③
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
、
地
区
ご
と
に
作

成
し
て
い
る
。
避
難
訓
練

は
５
地
区
の
自
主
防
災
組

織
を
中
心
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。 

④
砂
防
予
算
の
要
望
は
、

こ
れ
ま
で
も
国
や
府
に
し

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。 

問 

警
戒
区
域
あ
る
い
は

特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
る
と
、
村
は
土
砂
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を

住
民
に
周
知
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、
村
で
は
徹
底
し
て
い

る
の
か
。 

答 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

府
の
協
力
の
も
と
、
見
直

し
を
行
っ
た
地
区
で
は
、

現
地
を
歩
き
過
去
の
被
害

状
況
を
ふ
ま
え
て
見
直
し

た
マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、
改
善
を
し
て
い
く
。 

 

問 

安
倍
内
閣
は
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
を
、
国
民

の
多
く
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
閣
議
決
定
し
た
。
こ
の
決

定
は
明
ら
か
に
憲
法
違
反

だ
。 第

一
は
、
憲
法
９
条
を
踏

み
に
じ
っ
た
こ
と
だ
。
９
条

は
、
戦
争
放
棄
、
軍
隊
と
交

戦
権
を
認
め
て
い
な
い
。
今

問
題
に
な
っ
て
い
る
「
集
団

的
自
衛
権
」
は
、
同
盟
国
を

支
援
す
る
た
め
に
、
海
外
派

兵
す
る
こ
と
が
そ
の
本
質

だ
。
こ
れ
も
国
際
法
上
は
認

め
ら
れ
て
い
て
も
、
日
本
に

は
、
憲
法
９
条
が
あ
り
、
行

使
で
き
な
い
。
「
集
団
的
自

衛
権
」
の
行
使
を
解
禁
す
る

閣
議
決
定
は
、
明
ら
か
に
憲

法
違
反
だ
。 

 

第
二
は
、
憲
法
の
改
正
手

続
き
な
し
に
、
内
閣
が
９
条

を
勝
手
に
踏
み
越
え
る
の
は

明
ら
か
に
96
条
違
反
だ
。 

第
三
は
、
憲
法
99
条
の
公

務
員
の
「
憲
法
尊
重
擁
護
義

務
」
に
対
す
る
違
反
だ
。
地

方
政
治
に
か
か
わ
る
も
の

も
、
憲
法
を
尊
重
し
守
る
義

務
が
あ
る
。 

「
集
団
的
自
衛
権
」
行
使
容

認
に
反
対
や
危
惧
す
る
声
が 

 

６
割
を
超
え
て
い
る
。 

 

日
本
の
若
者
を
紛
争
地
域

に
送
り
、
殺
し
殺
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

安
倍
内
閣
の
「
集
団
的
自

衛
権
」
行
使
容
認
の
閣
議
決

定
に
つ
い
て
の
、
村
長
の
所

見
を
伺
う
。 

答 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
に
つ
い
て
は
、
国
の
専
権

事
項
で
あ
り
、
市
町
村
が
答

え
る
も
の
で
は
な
い
。
国
政

レ
ベ
ル
で
議
論
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
大
切
な
の
は
、
国

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
。 

問 

集
団
的
自
衛
権
行
使
の

法
律
が
で
き
れ
ば
、
海
外
で

自
衛
隊
員
が
殺
し
殺
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
専
門
家
も
危

惧
を
し
て
い
る
。
海
外
で
殺

し
殺
さ
れ
る
よ
う
な
戦
争
に

反
対
な
の
か
賛
成
な
の
か
。 

答 

今
の
状
況
で
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
と

思
う
。
個
人
の
意
見
は
さ
し

控
え
た
い
。 

徳 丸 幸 夫 議 員 

問 

答 

問 

答 
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防犯灯のＬＥＤ化推進について 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度の実施を考える 

 

 

 

 

 

 

 

村の教育の大きな特徴としていく 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り組んでいき

たい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯止めをかけ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村立中学校海外派遣研修事業について 
 

 

 

 

 

商業、雇用、交通対策など、各分野の施策展開を図り、全庁的に取り組んでい

きたい。 

 即座に人口を増やすことよりも、地道な施策を積み上げて減少に歯止めをか

けたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 

近
隣
の
市
町
で
は
防
犯

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
ん
で
い

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
従
来
の
照
明

器
具
よ
り
長
寿
命
で
消
費
電

力
が
少
な
く
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効

果
も
期
待
で
き
、
本
村
で
も

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
。 

 

村
で
は
、
現
在
策
定
中
の

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

事
業
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
村
内
の
防
犯
灯
数
や
管

理
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。 

答 

平
成
25
年
９
月
現
在
の

防
犯
灯
契
約
口
数
は
１
２
０

６
口
あ
り
、
管
理
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
で
管
理
い
た
だ

い
て
い
る
。
経
費
は
地
区
会 

費
や
村
か
ら
の
地
区
補
助
金 

問 

答 

で
運
用
い
た
だ
い
て
い
る
。 

問 

高
齢
化
が
進
み
、
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る

地
区
も
あ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

実
施
時
期
や
補
助
内
容
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。 

答 

今
後
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
事
業
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
、
地
区
と
協

議
し
て
い
く
。
平
成
27
年
度

か
ら
の
実
施
を
目
途
に
地
区

補
助
金
と
は
別
の
補
助
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
。 

要
望 

過
疎
債
を
活
用
し
て

で
き
る
だ
け
短
期
間
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
推
進
し
て
い
く
よ
う

要
望
す
る
。 

 

 

山 形 研 介 議 員 

 

答 

問 

問 

海
外
派
遣
研
修
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
、
村
の
教
育

に
ど
の
よ
う
に
還
元
し
て
い

く
の
か
伺
う
。 

答 

国
際
交
流
担
当
教
員
が

配
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
テ
ナ

リ
ー
州
立
学
校
で
は
、
様
々

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

り
、
学
校
で
の
研
修
は
７
日

間
だ
け
で
し
た
が
、
非
常
に

質
の
高
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。 今

後
、
村
の
教
育
の
大
き

な
特
徴
と
し
て
い
く
。 

問 

海
外
派
遣
研
修
事
業
の

実
施
時
期
に
つ
い
て 

答 

中
学
校
と
調
整
し
、
夏

休
み
期
間
中
の
ク
ラ
ブ
活
動

等
で
影
響
の
少
な
い
時
に
実

施
し
た
も
の
で
、
今
後
も
、

学
校
運
営
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
、
実
施
し
て
い
く
。 

問 

参
加
人
数
に
つ
い
て
の

考
え
は 

答 

今
回
、
20
名
と
い
う

の
は
、
現
地
校
側
の
受
け
入

れ
体
制
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
確
保
と
い
う
こ
と

か
ら
、
最
大
20
名
ま
で
な

ら
対
応
可
能
と
い
う
こ
と
で

決
定
し
た
。 

初
め
て
実
施
を
し
た
こ
と

で
、
英
語
力
よ
り
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
重
要
性 

 

を
痛
感
し
た
。
今
後
、
参
加

人
数
を
は
じ
め
、
選
考
の
基

準
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。 

要
望 

今
回
の
研
修
先
で
あ

る
セ
ン
テ
ナ
リ
ー
州
立
学
校

の
生
徒
と
村
で
も
交
流
で
き

る
よ
う
要
望
す
る
。 

 

（センテナリー州立学校） 

 

 

（近隣のＬＥＤ灯） 

 

（交流風景） 
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・
大
阪
広
域
水
道
企
業
団 

議
会
全
員
協
議
会 

・
大
阪
府
清
掃
事
業
連
合 

会
研
修
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
村
立
中
学
校
体
育
大
会 

・
こ
ご
せ
幼
稚
園
運
動
会 

・
第
31
回
商
工
祭 

・
島
根
県
海
土
町
議
会
視 

察
来
庁 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス 

テ
ィ
バ
ル 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
ふ
れ
あ
い
展 

・
ふ
れ
あ
い
展
・
コ
ン
サ 

ー
ト 

・
第
2
回
議
会
臨
時
会 

・
村
立
中
学
校
文
化
発
表 

 

会 

・
府
農
業
委
員
大
会 

議
会
活
動
日
誌 

 

 

 

    

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
議
員
セ
ミ
ナ
ー 

・
決
算
監
査 

・
南
河
内
環
境
事
業
組
合 

議
会
定
例
会 

・
国
道
３
０
９
号
バ
イ
パ

ス
整
備
促
進
期
成
会
総

会 

・
大
阪
府
町
村
議
長
会
定

例
総
会 

・
議
員
視
察
研
修 

 
 

（
福
井
県
池
田
町
） 

・
全
員
協
議
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
定
例
監
査 

・
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

事
後
研
修
会 

  

 

８ 
月 

 

4
日 

7
日 

8
日 

 

11
日 

 

19
日 

  

20
日 

 

21
日 

22
日 

27
日 

  

28
日 

29
日 

  

 

 
 

 

視
聴
率
の
高
か
っ
た
朝
ド
ラ
が
終

わ
り
、
主
人
公
の
腹
心
の
友
「
白

蓮
」
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

お
り
し
も
、
河
内
長
野
市
ふ
る
さ

と
歴
史
学
習
館
で
「
柳
原
白
蓮
が
詠

ん
だ
河
内
長
野
の
風
景
」
と
題
し

て
、
白
蓮
に
関
連
し
た
書
物
や
写
真

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

高
野
山
に
行
く
途
中
、
三
日
市
の

油
屋
旅
館
に
立
ち
寄
り
、
短
歌
を
詠

ん
で
い
ま
す
。 

河
内
長
野
に
は
、
愛
弟
子
さ
ん
も

お
ら
れ
、
以
外
に
南
河
内
に
縁
が
あ

り
ま
し
た
。 

白
蓮
は
華
族
の
子
と
し
て
生
ま
れ

た
も
の
の
、
波
乱
万
丈
の
人
生
の
な

か
で
、
女
性
の
地
位
向
上
に
も
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
婦
人
参

政
権
は
も
と
よ
り
、
結
婚
も
自
分
の

意
思
で
決
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
女
性

の
権
利
は
皆
無
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
き
、
女
性

の
地
位
向
上
に
努
め
た
人
た
ち
が
い 

て
、
今
の
私
た
ち
の
地
位
が
あ
る
と

い
う
こ
と
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ
・
Ｓ 

編

集

後

記

 

 

10 

月 

 

1
日 

   

2
日 

4
日 

5
日 

 

6
日 

  

9
日 

12
日 

 

21
日 

25
日 

26
日 

 

27
日 

30
日 

   

 

・
第
３
回
議
会
定
例
会

（
初
日
） 

・
決
算
特
別
委
員
会 

・
農
業
委
員
会 

・
福
祉
の
つ
ど
い 

・
総
務
民
生
常
任
委
員
会 

・
文
教
建
設
常
任
委
員
会 

・
全
員
協
議
会 

・
議
会
改
革
推
進
委
員
会 

・
幹
事
長
会
議 

・
〝
過
疎
地
域
の
自
立
に 

 

向
け
て
〟
住
民
説
明
会 

・
金
剛
山
の
里 
棚
田
夢 

灯
り
＆
収
穫
祭
２
０
１ 

４
模
擬
店
出
店
者
説
明 

会 

・
広
報
編
集
委
員
会 

・
議
会
運
営
委
員
会 

・
第
３
回
議
会
定
例
会

（
最
終
日
） 

・
定
例
監
査 

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
福

祉
大
会 

・
千
早
小
吹
台
小
学
校
運 

動
会 

・
赤
阪
小
学
校
運
動
会 

・
表
彰
審
査
委
員
会 

 
 

９ 

月 
 

2
日 

 

3
日 

5
日 

7
日 

8
日 

10
日 

12
日 

  

12
日 

13
日 

17
日 

   

18
日 

 

22
日 

 

25
日 

25
日 

26
日 

27
日 

 

28
日 

29
日 

～ 

 

～ 

 

～ 

 


